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（学芸員）生物多様性研究の必要性と博物館の活動

図 1  海， 川， 山， どこにでもありそうな風景でも， そこにすむ生き物は場所ごとにさまざまです． 左　海：白石島 （岡山県）， 中央　川：四万十川 （高

知県）， 右　山 ：八ヶ岳 （長野県）．

　今年 2010 年は 10 月に生物多様性

条約第 10 回締
ていやく

約国会議 （COP10） が

名古屋で開かれ、「生物多様性」 をテー

マとした会議や関連する催しなどが数

多く開催されます。 昨年あたりから新聞

やテレビでも取り上げられ続けているの

で、 みなさんもご存知のことと思います。

いま、 「生物多様性」 をテーマとして取

り上げる意義は何でしょうか。 そしてこ

の一連のイベントは博物館とどのような

関わりをもつのでしょうか。

生物多様性とは？

　生物多様性とは、 一言で言えば、

「様々な生物が、 様々なかかわりを持っ

て存在している」ということです。例えば、

マツ林を想像してみましょう。 マツ林に

は当然マツの木があります。 その他に

も、 マツの木に絡みつくツルや、 マツ

の木の下に生える他の樹木や草があり

ます。 地中に目を移すと、 植物になく

てはならない菌
きんこんきん

根菌がいますし、 あるい

は動植物を分解するキノコや菌やカビ

の仲間もいるでしょう。 樹皮には地衣類

も見られます。 このマツの林には、 鳥

類や哺乳類、 爬虫類や両生類、 昆虫

や他の節足動物、 ミミズやトビムシなど

の土壌動物といった、 様々な動物もい

るでしょう。 このようにマツ林一つを見て

も、 マツの木だけで成り立っているので

はなく、 多くの動物、 植物、 菌類など

がいて、 それらが互いに関係し合いな

がら生きています。

　あらためて違う林、 例えばブナ林を考

えてみます。 ブナ林にすむ動物、植物、

菌類などは、 マツ林にすむ動物、 植

物、 菌類などと比較すると、 同じ種もい

るかもしれませんが、違う種も多いでしょ

う。 一緒にいる種が異なると生物の間の

関わりも少しずつ違ってくるはずです。

また、 一口にブナ林と言っても、 東北と

九州のような遠く離れた場所では、 構成

種や生物間の関わりが違うかもしれませ

ん。このような生物種の存在、種の構成、

生物どうしの関係、それぞれが実に様々

な状態で存在している、 という認識が生

物多様性です。

生物多様性条約とその背景

　今回で 10 回目を迎える生物多様性

条約締約国会議ですが、 その始まりは

1992 年 6 月にブラジル、 リオデジャネ

イロで開かれた国連環境開発会議、 い

わゆる 「地球サミット」 にさかのぼります。

この頃の世界はまさに、 冷戦構造という

二元論的世界観から、 時間 （歴史） や

空間 （国境など） を超えて広がりと関わ

りをもつ文化・宗教・価値観などを 「多

様性」 という概念で理解しようという思想

的変革が生じた時期でもあります。 この

ような思想的変革の時代に、 複雑な生

物相互の関係性についても、 個々の種

の集合体ではなく、 渾
こんぜん

然一体となったシ

ステムとして受け入れようという理解が広

がったのでしょう。

なぜ、 いま生物多様性か？

　なぜ 2010 年のこのタイミングで 「生

物多様性」 を社会的なテーマとして取

り上げる必要性があるのでしょうか。 政

治的な理由はもちろんあるのでしょうが、

それ以外にも主に 3 つ理由が挙げられ

ます。

　１つめは、 生物多様性の概念の提唱

から 20 年近くたった現在でも、 生息地

の破壊などの人間活動によって、 世界

各地で生物多様性が脅かされている現

状があり、 そのための対策が一刻も早く

必要であること。 ２つめは、 個々の生物

の DNA 情報を得ることができるようにな

り、 DNA 情報を利用した生物多様性の

理解が進んだり、 生物多様性の量的な

評価が可能になってきたこと。 ３つめは、

生物多様性が特に高いと考えられる地

域 （生物多様性ホットスポット） を含む

国々の社会情勢が安定し、 世界全体で

生物多様性の保全に取り組む準備がよ

うやく整ってきたことです。

生物多様性への理解の広がりと、 懸念

される危機

　生物多様性への理解が進むことは、

野生生物を研究対象としている者の一

人として、 喜ばしいことだと考えていま

す。 しかし、 最近の社会の動きを見て

いると、 懸
け ね ん

念されることもいくつかありま

す。 特に気になるのは、 豊かな自然環

境を存続させることに力が注がれていな

いのではないか？ということです。 例え

ば、 国内では一度消えてしまったトキや

コウノトリを復活させようという自然再生

事業が積極的に行われています。 トキ

やコウノトリは、 かつて我が国の農村環

境を主な生息場所としていた鳥です。 こ

れらの事業は、 生物多様性に興味を

持ってもらう上で非常に効果的で、 実

際ここ数年の間、 社会に生物多様性の

理解が進んでいる原動力となっているの

は事実でしょう。 ただ、 トキやコウノトリ

をマスコットにした自然再生事業が注目

されている一方で、 希少野生動植物が

数多く生息する地域が様々な要因で脅
おび

かされており、 そのような地域の生物多

様性は待ったなしで確実に消失しようと
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図 2  生物多様性は， 様々な生物の存在と， 生物どうしの関わりによって成り立っています． ほとんどの生物は， 他の生物なしには生きられません．

しかし， 生物どうしの関わりはまだ大部分が未知のままです．

注 ： これらの写真の生き物は同じところにいるわけではありません．

しています。 こうした現状を目にすると、

まだそこにいる生物を生き残らせる道を

必死で探ることなく、 消えてしまったも

のをどこからか持ってくることに力を注

いでしまってよいのだろうか、 と思って

しまいます。 せめて、 何かを復活させ

ようとする間に、 多くのものが絶滅して

いた、 というようなことのないように願い

たいものです。

博物館における生物多様性研究と今後

　さて、 生物多様性の概念の広まりとと

もに、 博物館での取り組みは変わって

きたのでしょうか。 あるいはこれから博

物館に期待される役割は変わって行く

のでしょうか。 1990 年代以降、 生物多

様性概念の広まりと時を同じくして、 コ

ンピューターとインターネットが急速に

発達しました。 これによって、 博物館

がこれまで収集してきた膨大な資料情

報と、 その中に含まれる生物多様性情

報は、 コンピューターでデータベース

化が進められ、 インターネットを通じて

世界中からデータベースにアクセスで

きる仕組みが整いつつあります。 さら

に、 DNA 解析技術や、 GPS ・ GIS 技

術、 動画撮影技術など、 生物多様性

を記録し、 その理解を大きく飛躍させ

る技術が一般的になり、 時とともに生

物多様性情報はより充実したものに変

わってきています。 最近では DNA 解

析技術の急速な発達によって、 従来解

明が困難とされた生物種間の関わりを

明らかにする道筋が見えつつあり、 こう

した観点からのデータもこれまで以上に

急速に収集されていきそうです。 近い

将来に生物多様性に関する情報がま

すます増加し、 複雑なものになってい

くことは間違いないでしょう。 ただし、 こ

うした情報の量や蓄積スピードが増大し

ても、 博物館が粛々と資料を収集する

基本的な姿勢には今後も変化がないと

思います。 なぜなら、 生物多様性研究

にはどんなに最新の DNA 解析技術が

あっても、 モノそのものをみることが必

要だからです。 野生生物を観察して記

述する地道な活動が、 生物多様性研

究に必要とされているのは、ダーウィン、

ウォレス、 リンネ、 あるいはアリストテレ

スの昔から変わりません。 このような活

動はまさに博物館が得意とするものでも

あり、 博物館には生物多様性研究に対

する貢献が今まで以上に求められてい

る、 と言えるでしょう。
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